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岳
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究
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ル
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プ
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◆

開
発
計
画
の
経
緯

本

構
想

を

最
初

に
打

出

し
た

の

は
、

一
九
七

八
年

八
月

札

幌

通

産
局

長

と

し

て
着

任

し
た

、
寺

田
恵

一
氏

で
あ

っ
た
。

局
長

自
身

が

ス
キ

ー
を

得
意

と
す

る

こ
と
も
あ

り
、

翌
年

三

月

に
、

三
浦

雄

一
郎

氏
を
伴

っ
て
夕

張
岳

で
山

ス
キ
ー
を

楽

し

ん
だ
折

に
、

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

の

ス
キ
ー
場

に
匹
敵

す

る
良

い

ス
キ
ー
場

と

な

る
旨

コ
メ

ン
ト

し

た

こ
と
が
、
当

時

の
新

聞

に
報

道

さ
れ

た

こ
と

に
端
を

発

し
、

そ

の
後

、

月
刊
雑

誌

に

も
取

り
上

げ

ら
れ

て

い
る
。
当

時

と
し

て
は
、

と

て

つ
も

な

く
大

き

な
構
想

で
あ

り
、

地
元

自
治
体

、
市

民

と
も
夢

物

語

と

し

て
、

い
た

っ
て
冷

静

に
受

け

と
め
ら

れ

て

い
た

よ
う

で

あ

る
。

も
ち

ろ

ん
、

一
部

の
人
達

の
間

で
は
、
大

き

な
関

心

も

得
た

よ
う

で

あ

る
し
、

同
岳

の
固
有

高
山

植
物

の
貴

重

さ

を

知
る

人

に
と

っ
て
は
、
大

い
に
懸
念

さ
れ
る

と

こ
ろ

で
あ

っ
た
。
そ

の
後

、

夕
張

市

の
基

幹
産

業

で
あ

る
石
炭
産

業

の
斜

陽

化

で
相
次

ぐ

閉

山

に
よ

り
、
衰

退
著

し

い
同
市

で

は
、
企

業

誘
致

に
積

極

的

に
取

り
組

ん

で

い
た
よ
う

で
あ

る
が

、
炭

鉱

事
故

や
斜

陽

の

町

の
暗

い
イ

メ
ー

ジ
は
、
誘

致

に
大

き

な

マ

イ
ナ

ス
と

な

っ
て

い
た
模

様

で
あ

る
。
従

っ
て
、
市

長

は

そ

の
後

、
地
域

振

興
策

の

一
環

と

し

て

、
「
石
炭

の
歴

史

村

」

を
は

じ
め

と
す

る
観

光
事

業

に
着
手

し

た
後

、
事

業

の
成
功

を
危

ぶ
む
声

に
対

し
、
機

会

あ

る
た
び

に
、
観

光

事
業

が
究

極

の
目
的

で

は
な

く
、
本

事
業

を
通

し

て
、
夕

張

市

に
明

る

い
イ

メ

ー
ジ
を

定
着

さ
せ
、

も

つ
て
企
業

誘
致

の
促
進

に
寄

与

さ
せ

る
も

の
で

あ
る

こ
と
を

強
調

し

て

い
る
。

国
土

計

画
が
本

計

画

に
参

入
し

た
時
期

、

い
き
さ

つ
は
A
7

一
つ
は

っ
き
り

し
な

い
が

、
夕

張
市

側
が

仕
掛

人

で
あ

る

こ

と
は

ま
ち

が

い
な

い
で
あ

ろ

う
。

一
九
八

三
年

八

月

に
は
、

堤

義
明

社

長
が

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー
で
夕

張

か
ら
大

雪

山

に
か

け

て
空

か
ら
視

察

し
、

ス
キ
ー
場

計
画

の
開

発
構

想
策

定

を
部

下

に
指

示

し
た

と

い
う

(
月

刊

雑

誌

11
財

界

さ

っ
ぽ

ろ

)
。

こ

の
後

一
九

八

四
年

三
月

に
は
、

ト

ニ
ー
ザ
イ

ラ
ー
が

、

お

し

の
び

で

ヘ
リ

コ
プ

タ

ー
で
夕

張
岳

山
腹

に
降

り
滑

降

し

て

雪

質

、
景

観

の
点

で
絶
賛

し

た
と

い
う
話

が
残

っ
て

い
る
。

そ

の
後

も
市

、
国

土
計

画

は
、
秘

密
裡

に
毎

年
何

ら
か

の

調
査
を

重

ね

て
き

て

い
る
よ

う
で
、

一
九

八
七

年

に
至

り
、

市

の
委

託

に

よ
る
気

象
状

況

、
動
植

物

の
分
布

状

況
、

自
然

景

観

へ
の
影

響

度
、

ス
キ
ー
場

開
設

に
伴

う
水

質

の
変

化
等

の
環

境

影
響

評
価

調
査

を
調

査
会

社

に
発
注

し

て

い
る
模

様

で
あ

る

(
日
本
経

済
新

聞

62

・
1

・
24
付

、

62

・
2

・
16

付

、
月

刊

ク
オ

リ

テ
ィ

62

・
7
月
号

)。

一
方

、
夕

張
市

と

し

て
は
、

一
九

八

二
年

の
北
炭

夕
張

新

鉱

の
廃

山
以

来

、
夕
張

市
存

亡

の
鍵
を

に
ぎ

る

も

の
と
し

て

観
光

開

発

に

一
層

力
を

入

れ

て
き
た

。
む

し
ろ
直

面

し
た
危

機

を
逆

手

に
と

り
、

こ
の
機

を
千

載

一
遇

の
チ

ャ

ン
ス
と
と

ら

え
、

夕
張

岳

開
発
も

、

こ
の
機

を

の
が

し

て
は
考

え

ら
れ

な

い
と

い
う

あ

せ
り

に
も
似

た
気

持

は
、
昨

今

の
情

勢

か
ら

し

て
十

分
予

想

で
き

る
。

一
九
八

七
年

十
月

の
北
炭

真
谷

地

炭
鉱

の
閉
山

以
来

、
残

る
夕

張
市

内
唯

一
の
炭

鉱

、
三
菱

南

大
夕

張
鉱

の
存

続

も
危

ぶ

ま
れ

る
中

で
、
夕

張
岳
を

中
心

と

し

た
、
大

規
模

リ
ゾ

ー
ト
開

発
も

、
閉

山

に
な

っ
て
か

ら
で

は
遅

い
と

い
う
地

元

の
声

が

あ

る
と

い
う
。

こ
の
よ
う

な
情
勢

の
中

で
、

一
九
八

八
年

度
政
府

予
算

の

復
活

折

衝

で
、
夕

張
岳

周
辺

の
大

規
模

リ
ゾ

ー
ト

開
発

に
対

し

、
通

産
省

・
資

源

エ
ネ

ル
ギ

ー
庁

の
産
炭

地
振

興
策

の

一

環

と

し

て
、

事
業

化
促

進
補

助
金

が
認

め
ら

れ

た

こ
と

に
よ

り

、
地

元
夕

張
市

は
、

開
発

促
進

に
弾

み
が

つ
く

と
期
待

し

て

い
る
よ
う

で
あ

る

(特

定

産
炭

地
域

拠
点

開
発
基

礎
調

査
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費
三
千
万
円
、
産
炭
地
域
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
化
促

進
調
査
費
七
千
万
円
)。

◆

タ
張
岳
の
動
植
物
相

植

物

相

夕

張
岳

(標

高

一
、

六
六

七

・
八

メ

ー
ト

ル
)
は

、
夕

張

山
地

の
中

央
部

に
位

置

す

る
花

の
名

山

で
あ

る
。

北
方

圏

の

植

物

地

理
学

で
世

界
有
数

の
学
者

で
あ

っ
た
故
舘

脇
操

北
大

名

誉

教
授

は

、
北
海

道

で
所

産
高

山
植

物
が
多

く

、

お
花
畑

も
立

派
な

貫
録

の
あ

る
名

山

と

し

て
日
高

ア
ポ
イ
岳

、

夕
張

岳

、
大

雪

山
塊

、
利

尻
岳

を

あ
げ

、

ど
れ
を

と

っ
て
も

、
高

山
植

物
産

地

の
粋

と

い
わ
れ

る
世

界
的

に
堂

々
た

る
存

在

で

あ

る
と
讃

え

て

い
る
。

あ

ら
た

め

て
、

こ
れ

ら

の
山

の
保

護

の
状
況

を
概

観

す

る

と
、

ア
ポ

イ
岳

は

「
ア
ポ

イ
岳

高
山

植
物

群
落
」

が

国

の
特

別

天
然

記
念

物

に
指
定

さ
れ

て

い
る
ほ

か
、

]
九
七

三
年

に

発

見

さ
れ

た
蝶

の

一
種

、

「
ヒ

メ

チ

ャ

マ
ダ

ラ
セ

セ

リ
」

が

国

内

で
同
岳

に
の

み
産

す

る

こ
と

か
ら

、
同

じ
く
天

然

記
念

物

に
指

定

さ
れ

、
さ

ら

に
、
日

高
山

脈
襟
裳

国
定

公
園

内

に

あ

っ
て
、
監

視

の
目
も

行
届

い
て

い
る
。

大

雪

山
塊

は
国

立
公

園

と
し

て
、
広

い
区

域

が
、
特

別

保

護
地

区
等

と
さ
れ

て

い
る

ほ
か

、
ウ

ス
バ

キ
チ

ョ
ウ

、

ア
サ

ヒ
ヒ

ョ
ウ

モ

ン
、

ダ
イ

セ

ツ
タ

カ
ネ

ヒ
カ
ゲ
等

の
氷

河

期

の

遺

存

種
を

産

し
、
国

の
天

然

記
念
物

に
指

定

さ
れ

て

い
る

。

ま
た
利

尻
岳

は

、
利
尻

礼
文

サ

ロ
ベ

ツ
国
立

公
園

に
指
定

さ

れ
、
固

有
植

物
も

あ

り
、
特

別
保

護

地
区
等

の
指

定

も

さ

れ
保
護

さ
れ

て

い
る
。

し
か

る

に
夕

張
岳

は
、
古

く
か

ら
多

く

の
植

物
学

権

威
者

の
注

目
を

ひ

き
、
数
多

く

の
論

文

が
あ

る

に
も

か

か
わ

ら
ず

一
九

五
五
年

四

月

に
道
立

自
然

公
園

の
指
定

を

受

け
る

ま

で

高

山
植

物

の
保
存

に
は
全

く
手

が

つ
け

ら
れ
な

か

っ
た

。

こ

の
よ
う

な
事
態

に
対

し

て
は
国

・
道

は
も

と
よ

り
、

地
元

自

治
体

・
住
民

の
責

任
も

大

き

い
と

い
わ
ざ

る
を

え
な

い
。

前

述

の

ア
ポ
イ
岳

等

と
比

較

し

て
全

く
遜

色

の
な

い
夕

張
岳

の

高
山
植

物

は
相

当
以

前

に
、

種

ま
た

は
地
域

を
国

指
定

の
天

然
記
念

物

に
指
定

し

て
然

る

べ
き

も

の
で
あ

っ
た

。
道

立
自

然
公
園

に
指

定

さ
れ

て
以

後

も
盗
掘

は
続

き
、

レ

ン
ジ

ャ
ー

の
必
要

性
を

痛
感

す

る

と
共

に
、
登

山
者

に
よ

る
湿

原

の
荒

廃

が
続

き
木

道

の
設

置
が

最
も
急

が

れ

て

い
る
と

こ
ろ

で
あ

る
。
夕

張
岳

で

は
、
標

高

お
よ

そ

一
、
三
〇

〇

m
で
森
林

限

界

と
な

り
、

こ
れ

よ

り
上
部

が

、
同
岳

を
象
徴

す

る

高
山

帯

と
な
り

、
岩
峰

の
壁

や
、
蛇

紋
岩

崩
壊

地
、

湿
原

な

ど

に
多

く

の
固

有
植
物

が

生
育

し

て

い
る
。

一
九

.
三
年

(
大
正

二

)
武

田
久
吉

博
士

が

、
新

種

ユ
ウ

パ
リ

コ
ザ

ク
ラ
を

記
載

発
表

(
Z
。
8
。。
○
=
9
Φ
舞

b
p
=
Φ
。。
①

℃
『
ぎ
三
p
。。
・

Z
O
ε
。。
ヵ
O
k
.
しσ
○
辞・
Ω
p
a
・
国
島
暮

・
Gc
"
逡

(℃
一・
卜。
㎝
)
し

て
以
来

、
数
多

く

の
固
有

植
物

が
夕

張
岳

か
ら
記

載

さ
れ

、
そ

の
後

の
研
究

で
現
在

は
、
十

二
種

が

固
有

植
物

と

さ
れ

て

い
る
。
和

名

に

「
ユ
ウ
バ

リ
」
・
「
ユ
ウ
パ

リ
」
を

冠

す
る
植

物
も

多

く
、

現
在

で

は
十

二
種

が
数

え

ら

れ

て

い

る
。夕
張

岳

の
植
物

に
関
す

る
文

献

は
、
非
常

に
多

く
、

総
合

的
な

も

の
と
し

て
は

、
西

田
彰

三
氏

の

「夕

張

山
脈

植
物

分

布

論
」

(
札
幌

博
物

學
會

會

報

↓
九

一
八

～

一
九
年

)
、
草

下

正
夫

氏

の

「
夕

張
嶽

御
料

地

に
於

け
る
垂

直

的
植

物
分

布

に
対
す

る
森
林

生
態

学

的
考

察
」

一

(
御
料
林

一
四

一
及

び

一
五

二
号

、

一
九
四

一
及

び

一
九

四

二
年

)
、
豊

国

秀
夫

氏

の

「
北
海

道

の
超
塩

基
性

岩

植
物

に
就

い
て
」

三

(北

陸

の

植

物

、

一
九
五

六

年

)
、

野
坂

志

朗
氏

の

「
北

海

道

石
狩

夕

張
岳

種
子

植
物

誌
予

報
」

(
北
陸

の
植

物

一
九

六

〇
～

六

二

年

)
、
広
江

美
之

助

「
夕
張

山

の
蛇

紋
岩
植

物
」

(植

物

分
類

地
理

、

一
九
五

二
年

)
な

ど

が
あ

り
、

こ

の
ほ
か
前

述

の
武

田
久
吉

を

は
じ

め
、
宮

部

金
吾

、

工
藤
祐
舜

、
舘

脇

操

、
中

井

猛

之
進

の
諸
博

士

な

ど

に
よ
る
新
種

の
発

表

が
数
多

く
行

わ
れ

て

い
る
。

こ
の
内

で
も

、
西

田
氏

の

「夕

張
山
脈

植
物

分

布
論
」

は

一
九

一
八
～

↓
九

年

に
書

か
れ

た
も

の
で
、
夕

張
岳

の
植

物

の
バ
イ

ブ

ル
的
存

在

で
あ

る
。
当
時

、
登

山
道

は
整

備

さ
れ

て
お

ら
ず

、

恐

ら
く
想

像
を

絶
す

る
苦
難

の
中

で
登

山

し
、

夕
張

岳

の
中

生
層

と
蛇

紋
岩

に
と
も

な
う

所
産

植
物

が
極

め

て
興
味
あ

る

こ
と

を
指

摘

し
て

い
る
の

で
あ

る
。

昆

虫

相

一
方

、
夕

張
岳

に
お

け
る
昆

虫

の
研

究

の
歴

史

は
浅

い
が

一
九

五
六
年

以
来

の
多

く

の
調
査

記
録

が
あ

り

、
そ
れ

ら

に

よ
れ
ば

、
山

麓

か
ら

山
頂

の
間

で
、
蝶
類

五

一
種

、
蛾

類
四

八

三
種

、

ヵ

ミ
キ
リ
類

二
六
種

な
ど
が

知
ら

れ

て

い
る
。

こ

の
う
ち

蝶
類

で

は
、
道

内

で
も

日
高

山
脈

と
夕

張

山
地

か
ら

の
み
知

ら
れ

る

ツ

マ
ジ

ロ
ウ

ラ
ジ
ャ

ノ
メ
が
標

高

一
、

○
○

O

m
の
岩
峰

に
わ
ず

か

に
み
ら

れ
る
。

ま
た
同

所

に
は

、

ユ

ー
ラ

シ

ア
大
陸

の
北
部

寒
冷

地

に
広

く
分

布

し
、
北

海
道

で

は

、
道
東

に
産

地

の
多

い
カ

ラ
フ
ト
タ

カ
ネ

キ

マ
ダ

ラ
セ
セ

リ

が
、
稀

に
み
ら

れ
、

夕
張
岳

が
、
本

邦

に

お
け

る
南

西

限

の
産

地

と
な

っ
て

い
る

こ
と
は
興
味
深

い
。
森
林

限

界
上
部

で

は
、

ク

ロ

マ
メ
ノ
キ

、

コ
ケ

モ
モ
、
ガ

ン
コ
ウ

ラ

ン
を
食

樹

と
す

る
、
国
指

定

の
天
然

記
念

物

カ

ラ
フ
ト

ル
リ

シ
ジ

ミ

が
生
息

す

る
可

能
性

が

あ

る
が
、
未

だ

発
見

さ

れ

て

い
な

い
。

そ

の
ほ

か
で
は

、
環

境
庁

の
指
標

昆
虫

ヒ

メ
ギ

フ
チ

ョ
ウ
が

山

麓
部

に
み
ら

れ
、
特

定

昆
虫

で
は
、

ジ

ョ
ウ
ザ

ン
シ
ジ

ミ
、

シ

ロ
オ
ビ

ヒ

メ
ヒ
カ

ゲ

が
、
標
高

一
、
○

○
O

m
の
岩
峰

付

近

に
稀

に
み
ら

れ
る

。

環

境

庁
選

定

の
特
定

昆
虫

で
蝶

以
外

で
は

、
オ

サ

ム
シ
科

の
オ

オ

ル
リ
オ

サ
ム

シ
が

、
ダ

ケ
カ

ン
バ
帯

上

部

(
一
、

三

〇

〇

m
付

近

)
ま

で
達

し

、
同
科

の

ア
イ

ヌ
キ

ン
オ
サ

ム
シ

も
多

い
。

17
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ア
イ

ヌ
キ

ン
オ
サ

ム

シ
は
、
国
立

科

学
博

物
館

の
石
川

良

輔

氏

に
よ
り

、

ユ
ウ
バ

リ
キ

ン
オ
サ

ム
シ

と

さ
れ

〔
℃
『
o
。
マ

島

お
ω
囚
o
一げ
Φ
一
芒
ぴ
p
ユ
Φ
=
ω一ω

H
OO
田

囚
〉
乏

〉
〕

の
亜

種
名

が

与

え
ら

れ

て

い
る
。

森

林

限
界

上
部

を

生
活

の
本
拠

と
す

る

、

い
わ

ゆ
る
高

山

蛾

の
存

在
も

み

の
が

せ
な

い
。
夕

張
岳

で
発

見

さ

れ

て

い
る

高
山

蛾

を
列

挙
す

る
と
、

ア
ル
プ

ス
ヤ
ガ

、

ア

ル
プ

ス
ギ

ン

ウ

ワ
バ

、
ダ

イ

セ

ッ
ヤ

ガ
で
あ

り
、

い
ず

れ
も

大
雪

山

と

の

共
通

種

で
あ

る
。

さ

ら

に
重

要

な
記

録

と
し

て
、
小
蛾

類

の

ミ
ヤ

マ
ウ

ン
モ

ン

ヒ
メ

ハ
マ
キ

、

ミ
ヤ

マ
ヒ

ロ
バ

ハ
マ
キ

が
国

内

で

は
夕

張

山

地

の

ハ
イ

マ
ッ
帯

か
ら

の
み
発
見

さ
れ

て

い
る
。
前
者

は

国
外

で
は

、
イ

ギ

リ

ス
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
、

ソ
連

、
中

国

(
東

北

)
に

か
け

て
分
布

し
、
夕
張

山
地

で
も

八

月
上
旬

に
数
匹

が
得

ら
れ

て

い
る

だ

け
で
あ

る
。
後

者

は
国
外

で
も

イ

ラ
ン

北

部

の

み
か

ら
知

ら

れ
、
夕

張
山
地

で

は
個

体
数

は
多

い
と

い
う

。
ま
た

、
甲
虫

類

の
中

に
も
極

め
て
重
要

な

記
録

が

み

ら
れ

る
。

ユ
ウ
バ

リ

メ

ク
ラ

ミ
ズ

ギ

ワ
ゴ

ミ
ム

シ
、

ユ
ウ
バ

リ

メ

ク

ラ
チ
ビ

ゴ

ミ

ム
シ

、

ユ
ウ
バ

リ
チ
ビ

ゴ

ミ

ム
シ

の
三
種

は

い
ず

れ

も
高

山

の
石
下

な

ど
で
生

活

し
て

お
り

、
稀

で
あ

る

と

い
う

。

こ
れ

ら
は

、
国
立

科
学
博

物
館

に
よ

る
、

日
高

山

脈

・
夕

張

山

地

の
総
合

的

な
生
物

調
査

が
行

わ

れ

た

こ
と

に

よ

り
発
見

さ
れ

た
も

の

で
、
夕
張

山
地

以
外

に
は
知

ら

れ

て

い
な

い
。

直

翅

目

に
お

い
て
は
、

一
九

八
四
年

に
大

雪

山

で
発

見

さ

れ

、

一
九
八

六
年

に
は
利

尻
岳

で
も
発

見

さ

れ
た

、
ダ

イ

セ

ツ
タ

カ
ネ

フ
キ

バ

ッ
タ
が
、
夕

張
山
地

の
芦

別

岳

で
記

録

さ

れ

た

こ
と

は
特
筆

さ
れ

る
。
国

指
定

の
天

然

記
念

物

ウ

ス
バ

キ
チ

ョ
ウ
と
同
様

、
氷
河

期

の
遺

存

種

と
考

え

ら
れ

て

い
る

バ

ッ
タ

で
、
ナ

キ

ウ

サ
ギ

の
よ
う

に
、
夕

張
岳

か
ら
発

見

さ

れ
る

可
能
性

は
高

い
。

な

お
、
芦
別
岳

か
ら

、

一
九

三
六
年

に
朝

比

奈
正

二
郎
博

十

(国

立
衛

生

研
究

所

)

に
よ
り
国

内

か
ら
初

め

て
発

見

さ
れ
た

ク

モ

マ

エ
ゾ

ト

ン
ボ
は

、
国
外

で

は
北
極

圏

に
も

分
布

す

る
も

の
で
、

そ

の
貴
重

さ
は
、

ウ

ス

バ
キ

チ

ョ
ウ
等

に
匹

敵
す

る
も

の

で
あ

り
、

氷
河

時
代

の
生

き
残

り

と
考

え

ら
れ

て

い
る
。

夕

張

岳

か
ら

は
、
今

の
と

こ
ろ
見
出

さ
れ

な

い
が
、

ダ
イ

セ

ツ
タ

カ
ネ

フ
キ
バ

ッ
タ
も
同

様

に
発

見

さ
れ

る
可
能
性

を

秘

め

て

い
る

。

夕張岳全景
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図一1タ 張岳周辺 にお ける蛇紋岩 メランジェの分布図(中 川 ・戸田(1987)に よる)
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.愈釘
5.珪 質 岩6.泥 質 岩

11.片 理

15.ア ンチゴライ ト含有蛇紋岩

4,塩 基 性岩(片 岩)

10.走 向傾斜

14.断 層

17.ブ ルサイ ト岩

1.第 三紀層2.白 亜紀層3.空 知層群

7・ 砂 輩 岩8.石 灰 岩9.蛇 紋 岩

12.蛇 紋岩の勢断面13.蛇 紋 岩の層状構造

16.ア ンチゴライ トを含 まぬ蛇紋岩

以

上
述

べ
た

と

お
り

、
植
物

同
様

、
昆
虫

の
分
野

で
も
氷

河

期

の
遺
存

種

が
生

息

し
、
A
7
後
も

発
見

さ
れ

る
可
能

性

の

高

い
山

と

し

て
、
夕

張
岳

は
、

ま
だ

、
十
分

未
知

の
魅

力
を

秘

め

て

い
る
山

な

の
で
あ

る
。

る

タ
張
岳
の
地
学
的
特
徴

さ

て

こ
の
よ
う

な
特

異

な
生
物

相
を

も

つ
夕

張
岳

の
地

学

的
特

徴
を

紹
介

し

て
み
よ
う

。
北
海

道

の
中
軸

を
な

す
神

居

古
潭

変
成

帯

は
ジ

ュ
ラ
紀
末

～
白

亜
紀

の
空
知

層
群

(
主

に

緑
色

岩

～
輝
緑
凝

灰
岩

)
と

日
本

最
大

の
蛇
紋

岩
体

か
ら
構
成

さ

れ
、

こ
れ

に
種

々

の
変
成

岩
が

と
も
な

っ
て

い
る
。

夕

張
山

脈

は

こ
の
変
成

帯

の
中

心
に
位

置
す

る
が

、
そ

の

主
列

を
な

す

の
は

、
九
〇

〇

～

=
二
〇
〇

m
の
や
や

開
析

さ

れ
た
平

坦
面

で
、

ゆ

る

い
起
伏

を
も

ち
な

が
ら
東

側

に
ゆ

る

く
傾
斜

す

る
。

こ
の
平
坦

面

の

つ
づ

き
は
芦

別
岳

北
方

に
も

展

開

し
、
極

楽

平

と
な

る
。

こ

の
平
坦

面
上

に
、
夕

張
岳

(
一

六
六
七

・
八

m
)
、
前

岳

(
一
五
〇

一
m
)
、
屏
風
岳

(
一
二

八
○

・
八

m
)
な
ど

が
そ

び

え
る
。

か

つ
て

こ
れ

は
準

平
原

面

と

そ

の
上

に
聾

え

る
残
丘

と
考

え

ら
れ

た
が
、
中

川

充
博

士

ら

(
Ω
8
誌

k

p
置

更

こ

。
σQ
k
。
⊇

=げ
巴

-
婁

Φ
ω
①
骨

①
=
二
=
①
幕

ぎ

σq
Φ
ぎ

膏

囚
§

鼻

。
雪

§

§

8

げ
①
F

。
Φ
『

言
巴

=
。
穿
p
匡
p
』
碧

碧

地
質

学
雑

誌
九

三
、
七

三
三

～
七

四

八

、

一
九
八

七

)

に
よ
る

と
、
蛇
紋

岩
地

域

は
侵
蝕

さ

れ
易

く
平

坦

に
な

り
、

よ

り
堅
硬

な
塩
基

性
岩

(
片
岩

)
や
泥
質

岩

、
珪
質

岩

、
石

灰

岩

よ
り
な

る
変
成

岩
ブ

ロ

ッ
ク
が

、
風

化

に
抗

し

て
残

り
、

ガ

マ
岩
な

ど

の
特

異
な
地

形
を

呈

す
る

に

い
た

っ
た
と
考

え

ら
れ

る
。

す

な
わ
ち

こ
れ
ら

の
ブ

ロ

ッ
ク
は
蛇
紋

岩

に
と

り

こ
ま
れ

た
オ

フ
ィ

オ

ラ
イ

ト

・
メ
ラ

ン
ジ

ェ
で
あ
り

、
そ

の
大

き
さ

は
数

m
か
ら

、
最

大

で
は

六

㎞
に
も
及
び

、
様

々
な

形
態

を

呈

す

る
。
同

氏

ら

の
地

質
図

を
図

1

1
に
示
す

。

ま
た

こ
こ
で
興

味
あ

る

こ
と

は
、
玄
武

岩

の
枕

状
溶

岩

は
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堅

硬

で
風
化

に
堪

え
、
夕

張
岳

や
前

岳

な

ど
を
構

成

す

る

こ

と
で

あ
る

。
枕

状
溶

岩

は
海
底

火

山

で
噴
出

し

た
玄

武
岩

溶

岩

が
海

水

に
接

触

し
、
特

徴

の
あ

る
球

状

、
枕

状
な

ど

の
形

を

と

る

の
で

あ

り
、

か

つ
て

の
海

洋
地

殻

の
破

片

で
あ

る

こ

と
が

わ

か
る

。

し
た
が

っ
て

こ
れ
ら

の
峰

々
が

、

オ

フ
ィ
オ

ラ
イ

ト

・
メ
ラ

ン
ジ

ェ
で
あ

る

と
さ

れ

る
の

で
あ

る
。

そ

の

最

大

の

一
つ
が
夕

張
岳

で
、

西

か
ら

見

る
と

カ

ン
チ

ェ
ン
ジ

ユ
ン
ガ

の
よ

う
な

雄
大

な
山

容
を

も

つ
。

そ

の
基
盤

は
蛇

紋

岩

な

ど

の
超
塩

基

性

か
ら

な
り

、
特

異
な

植
物

群
落

を

も

つ

こ
と

は
既

に
述

べ
た
。

る

リ
ゾ

ー
ト
開
発

の
問
題
点

1

以
上

の

べ
た
よ

う

に
夕

張
岳

、

前
岳

周

辺

の
平
坦

面

は

蛇

紋

岩

よ
り

な

る
た

め
、

そ

の
中

の
地

す

べ
り
地
帯

が

前
岳

と
本

峰

の
間

で

五

ヵ
所
も
数

え

ら

れ
る

(
資
料

1
道
林

務
部

治

山

課
、
地
質

調
査

報

告

)
。

こ
の
蛇

紋
岩

崩

土
帯

が
ま

た
貴

重

な
高

山
植

物

の
多

い
部

分

で
あ

る
。

そ

の
中

に
分

布

す
る

ガ

マ
岩

等

の
大

き
な

岩

(
い
わ

ゆ
る

オ

フ
ィ
オ

ラ
イ

ト

・
メ
ラ

ン
ジ

ェ
)
が

、
冬

山

で
は
特

に
素

晴

ら
し

い
景

観

を
提

供

し
、

ス
キ

ー
場

計
画

の
ピ

ー
ク

(
ゴ

ン
ド

ラ
等

の
終

着

駅

)
を

、

こ
う

し

た
岩
場

の
あ
た

り

に
も

っ
て

こ
な

け

れ
ば
本

計
画

の
意

味

が

な

い
と
し

て

い
る
よ

う

で
あ

る

。

こ

こ
に

二

つ
の
問
題

が
あ

る
。

第

一
に
蛇

紋
岩

の
上

に
大

き

な
構

築
物

や
、

ゴ

ン
ド

ラ

の
支

柱

な
ど

を
作

る

こ
と

は
地

す

べ
り
を

誘

発

す
る
お

そ
れ

が
大

き

い
。

と
く

に
幅
広

く

樹

木

の
伐

開
を

伴

う

と
す

れ
ば

、

そ

の
危
険

性

は

さ
ら

に
増

大

す

る

。

第

二

に
最

も
貴

重

な
植
物

の
自

生

す

る

こ
の
附

近

に

ス
キ

ー
場

の
ピ

ー

ク
を

持

っ
て
く

る
の

は
、
自

然

生
態
系

に
及
ぼ

す

影
響

は
、

は

か
り

し
れ

な

い
も

の
が

あ

る
。
本
計

画

で

は

森

林
限

界

上
部

ま

で
通
年

の
ゴ

ン
ド

ラ
、

リ

フ
ト
等

を
設

置

す

る
よ
う

で
あ

る

が
、
現

在

の
日
本

人

の
公
衆

道

徳

や
自
然

保
護

観

の
低

さ
、
夕

張
岳

の
標

高

か

ら
考
察

す

る
と
貴

重

な

植

生

が
完

全

に
失

わ
れ

る

こ
と

は
火
を

み

る
よ

り
も

明
ら

か

で
あ

る

。

2

夕
張

岳

で
は

一
九

六
五
年

頃

ま

で

に
営

林
署

に
よ

っ
て

一
、
○
○

O

m
の
レ

ベ
ル
ま

で
伐

採

さ
れ

て
お

り
、

既

に
往

時

の
面
影

を
失

っ
て

い
る
が

、

こ

の
こ
と
を

も

っ
て
、

一
部

で

は
、
今

さ
ら
、

自
然
保

護

云

々

で
も
な

か
ろ

う

と

い
う

暴

言

さ
え

も
聞

え

る
。

こ
れ

は

、
明

ら
か

に
本
末

転
倒

で
あ

り
、
営
林

署

の
こ
う

し

た
行

為

に
対

し
、
地

元
自

治
体

、

市
民

と

し

て
、

強
力

に

抗

議
を

申

し
入

れ
る
程

の
姿

勢

が
必

要

で
は
な

か

っ
た

の
か

。

「北

海

道

自
然

環

境
等

保

全

条

例
」

第

三
条

で
は
市

町

村

の

責

務
が

明
確

に
示

さ
れ

て
お
り

、
地

元

に
、

こ
れ

ほ
ど

の
素

晴

ら

し

い
自

然
を

抱

え
な

が

ら
、
A
7
般

、

ス
キ
i
場

計

画

の

よ
う

な
話

が
出

る

こ
と
自
体

、

全

く
理
解

で
き
な

い
こ
と

で

あ

る

。

夕
張

川

の
水

量
が
往

時

に
比

べ
極

端

に
少

な
く

な

っ
た

の

は
、
気

の

せ

い
ば

か
り

で
は

な
く

、
相
当

長
期

に
わ
た

る
営

林

署

に
よ

る
膨
大

な

量

の
樹

木

の
伐

採
を

無
視

す

る
訳

に

は

い
か

な

い
。
下
流

域

の
水

田
地

帯

の
水

の
需
要

量

の
増
大

と

五

六
年

に
起

き
た
大

雨

に
よ

る
洪
水

被
害

を
調

整

す

る
た

め

大

夕
張

ダ

ム

の
嵩

上
げ

計

画

が
あ

る
が

、

こ
れ
な

ど

は
、
伐

採

と
嵩

上
げ

の
イ

タ
チ
ご

っ
こ

に
な
ら

な
け

れ
ば
良

い
が
…

。

今

で
も

、
夕

張
岳
周

辺

の
伐

採

は
続

い
て
お
り

、
網

の
目

の

ご

と
く

つ
け
ら
れ

た
林
道

を
車

で
走
行

し

て

み
る

と
、

そ

の

惨
状

が

わ

か
る
。

3

夕

張
市

の
街

の
真
中

に
あ

っ
た

シ

ン
ボ

ル
的
存

在

の
冷

水

山

の
山
肌

を
徹
底

的

に
削

り

、
埋

め

て

レ
ー

ス
イ

ス
キ
i

場

を
造

成

し
た
時

も

、
ホ

ン
の

一
部

の
人

を
除

い
て
は

、
市

民

の
大

多
数

が
自

然
破
壊

を

だ

ま

っ
て

み

て

い
た

の
は

ま
ぎ

れ

も
な

い
事

実

で
あ

る
。
手

稲

山

の

ス
キ

ー
場
計

画

に
、
札

幌

地

区
労

も
頑
張

っ
て

き
た
事

実

と
比
較

し
、
夕

張

が
労
働

者

の
町

で
あ

り
、
地

区
労

が
牛

耳

っ
て
き
た
町

で
あ

る

の
に

そ

の
現
実

と

の
断

層

は
大

き

い
。
市

議
会

で
も
奔

走

す

る
観

光

行

政

に
対

し
、
環

境
保

全

上

の
見
地

か
ら
意

見
を

の

べ
て

き

た

の
は
ホ

ン

の

一
部

の
革

新
政

党

の
人
び

と
だ

け
で
あ

っ

た
。夕

張
市

で

は
今
、

レ
ー

ス
イ

ス
キ

ー
場

の
買

収
、
拡

張
計

画

も
予
定

さ

れ

て

い
る
中

で
、
地
域

に
二

つ
も

ス
キ
i
場

が

必
要

な

の
か

、
採
算

性

は
ど

う

な

の
か
、
安
全

性

は
ど
う

な

の
か
、
稼

動

期
間

は
?

そ

し

て
自
然

保
護

対
策

は
ど
う

な

っ
て

い
る

の
か
、
声

な

き
市

民

の
問

い
に
答

え

る
だ

け

の
も

の
を

、

ま
だ
何

も

示

し
て

い
な

い
。

む
し
ろ

、
市

理
事
者

は

大
規

模

リ
ゾ

ー
ト
計

画

で

は
採
算

が
合

わ
な

く

て
も
よ

い
。

人

が
沢

山

き
て
く

れ

る
、

そ

の
こ
と

が
大
事

な

の
だ
と
言

っ

て

い
る
と

い
う
。

4

夕

張
市

で

は
、
第

八
次

石
炭

政
策

の
終

わ

る

一
八
九

一

年

ま

で

に
、

市
内

に

は
炭

鉱

が
完

全

に
な
く

な

る

こ
と
を

予

測

し

て
、
A
7
、

こ

の
時

期
を

、
大

規
模

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を

推

進

す

る
、

ま
た

と
な

い
チ

ャ

ン
ス

で
あ
り
、

夕
張
岳

ス
キ
ー

場

計
画

も
、

夕
張
市

の
起
死

回

生

に
は
、
本

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

し
か

な

い
と
宣
伝

に

つ
と

め

て

い
る
。
従

っ
て
、
中

央
政

界

の
人
間

も

と
り
込

み
、

一
気

に
押

し

ま
く

り
、
政
治

的

に
結

着

さ

せ
よ
う

と

い
う

バ
ラ
も
あ

る

よ
う

で
あ

る
。

5

国

有
林

の
伐

採
問

題

で
話

題

と
な

っ
た
知
床

は
国
立

公

園

だ
が

、
夕

張
岳

は
、

た

か
が
道

立
自

然
公

園

で
あ
り

、
そ

の
比

で
は

な

い
。

従

っ
て
自

然

保
護

云

々
と

い

っ
て
も

、
た

い
し

て
問
題

に
は
な

ら
な

い
と

い
う
安

易

な
考

え
が
関
係

者

の
中

に
あ

る
よ

う
で

、
貴
重

な
夕

張
岳

の
自

然
を

あ

ま
り

に

も
知

ら
な

い
こ
と

に
唖
然

た

ら
ざ

る
を
得

な

い
。
夕
張

の
開

発

計
画

が
関

係
者

の
意

図

す

る
通

り

に
進

め
ば

、
大
雪

や
美

瑛

等

の
開
発

も
促

進

さ
れ

、
北

海
道

の
貴
重

な
自

然

が
ど
ん

ど
ん
失

わ

れ

て
ゆ
く

き

っ
か

け
と

な
る

で
あ
ろ

う
。
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